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１． 緒言 

水中の格闘技とも呼ばれる水球は,ヨーロッパ

を中心に人気のある競技として世界各国に定着し

つつあり,オリンピック種目にも選ばれている.し

かし,日本での知名度は低く,競技人口も少ないこ

とから人気のあるスポーツではないと考えるのが

一般的である.そこで,これから日本の水球をメジ

ャースポーツにする為の施策の一つとして,競技

力の向上が挙げられる. 

本研究では,水球の競技力向上についての諸施

策を検討するにあたり,選手の水球観(競技意欲)

についてターゲットを絞り,先ずは高校生の実態

調査を行い,その傾向を探ることを目的とする. 

 

２． 研究方法及び研究対象 

関西地区の水球部に所属する高校生4チーム計

44名を対象に,TSMIを基に独自のアンケートを作

成し①努力指向性②自己コントロール③試合不安

④コーチ抵抗性⑤コーチ受容⑥研究心⑦勝利追及

⑧闘争心の 8 項目について調査を行い,高校生の

水球観に関する認識状況について把握することと

した.集計は単純計算とし,配布枚数48枚に対し,

有効枚数44枚(回収率91.6％)であった. 

 

３．結果と考察 

調査を実施した高校生たちは,水球についてレ

クレーションを目的とする生涯スポーツ思考の者

が多いことが分かった.このことから先ずは,競技

スポーツとして楽しめるように育成していくこと

が望まれるであろう.さらに,水球は他の競技と比

較して試合数が少ないことが分かっている.試合

は練習してきたことを発揮する場であり,それが

少なければ目標を見失い,楽しい練習を求めてし

まうと考えられた.このためには先ず,競技人口の

増加が不可欠であろう.選手たちが水球を競技ス

ポーツとして考え,意欲的に取り組んでいくこと

が今後の水球界における課題と言えるであろう. 

次に,指導者に反抗心を抱く選手が多かった

との回答に対し,指導者に注意されて腹が立つ

という選手は少ないという結果となった.これ

は指導者に注意されることに慣れてしまい,関

心が無くなっていることが考えられる.指導者

の注意を聞き,受け入れることができなければ,

選手たちの技術レベルの向上は難しいと言え

るであろう. 
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